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平成29年度春の火災予防運動ポスター
　　　　　　　（一財）全国消防協会作成

春季全国火災予防運動

総務省消防庁・日高町消防団

3月1日（水）～7日（火）

春季全国火災予防運動春季全国火災予防運動

『消しましょう  その火その時  その場所で』
平成28年度全国統一防火標語

☆「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」
－３つの習慣・４つの対策－

●３つの習慣
・寝たばこは絶対にやめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
●４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災報知器を設置する
・寝具・衣類およびカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
・お年寄りや、身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制を作る

消火器の耐用年数

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式） ￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器
の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意
【連絡先】 日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

10年程度10年程度

ご存知ですか？防災の日の由来

防災ひとくちメモ  vol.47

　9月1日は防災の日
として、台風、津波、地
震などの災害に対す
る認識を深め、対応を
準備する日とされて
いますが、なぜ9月1
日に制定されたかご
存知でしょうか。

　実は防災の日は、1923年9月1日に発生し
た関東大震災にちなんで制定されました。震
災による甚大な被害や混乱を毎年思いだし、
二度とこのような事態を起こさないようにと
いう願いを込めて決められたものです。
　2011年3月11日に、東日本大震災により、日
本ではまた多くの被害と犠牲が出てしまいま
した。一人ひとりが災害の怖さを認識し、万が
一の準備をしっかり行う為に、3月11日は今一
度災害について考える日にしてみてください。

防災ひとくちメモ  vol.47
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　県立産業技術専門学院（普通課程・短期課程）平成
29年4月入学の追加選考を、下記の通り実施します。

　長年にわたる取組により、同和問題は解決に
向かってきていますが、未だに許し難い差別事
件が起きています。また、近年では、インター
ネットを利用した新たな人権侵害も全国的に発
生しています。
　このような中、「部落差別の解消の推進に関
する法律」が平成28年12月16日に施行されま
した。
　部落差別解消のために、
一人ひとりが力を合わせ
て、差別や偏見のない豊か
で明るい社会を築いてい
きましょう。

《お問い合わせ・ご相談》
　・役場住民福祉課　　☎63・3800
　・人権ホットライン
　　　（和歌山県人権啓発センター内）
　　　　　　　  ☎073・421・7830

【お問い合わせ】
和歌山産業技術専門学院
〒649-6261　和歌山市小倉90
☎：073･477･1253　FAX：073･477･1254

願 書
受 付 期 間 平成29年２月28日（火）～３月10日（金）

選 考 日 平成29年３月21日（火）　午前９時30分～

選 考 会 場 入学を希望する産業技術専門学院
および東牟婁振興局

選 考 方 法 筆記試験（国語・数学）および面接

合 格
発 表 日 平成29年３月22日（水）　午後１時～

入 学 日 平成29年４月10日（月）

修 了 日 ２年制：平成31年３月15日（金）
１年制：平成30年３月15日（木）

県立産業技術専門学院
追加選考案内

部落差別の解消の推進に
関する法律が施行されました

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう

　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡
先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜〜金曜　9：30〜12：00  13：00〜16：00
　　　　　　　　　　　　　 （昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！


